
この方針は、相当程度の財政的なリスクが存在する第三セクター等と関係を有する地方公共団体が、

当該第三セクター等の抜本的改革を含む経営健全化のための方針を定めるものである。

１　作成年月日及び作成担当部署

　　作成年月日　

　　作成担当部署　

法人名

代表者名

　　所在地

　　設立年月日

資本金 千円 【 当該地方公共団体の出資額（出資割合） 千円 （ ％ ） 】

業務内容

３　経営状況、財政的なリスクの現状及びこれまでの地方公共団体の関与

４　抜本的改革を含む経営健全化の取組に係る検討

５　抜本的改革を含む経営健全化のための具体的な対応

（参考）

６　法人の財務状況

※　法人の形態に従って適宜書き換えること

　当法人ではこれまで、営業活動の強化による集客に努めながら、人件費の抑制（残業の縮小）、経費節約の徹底、備品の取り扱い管理など、原
価率の適正化に取り組んできた。今後は更に人時生産性を上げるため、❶作業工程の分析による業務改善❷1人の従業員が２つ３つの業務を行える
ような多能工の育成❸ワークスケジュールの管理―を進める。また、１２月から翌４月までの冬期間（オフ期）の対策として、大名湯治やツアー
企画造成の営業展開に力を入れると共に、体験旅行やしおさい交流センターの有効活用を含めて、付加価値を付けた料金設定と誘客促進を図る。
　村は平成２６年度から３５年度まで、１０億円を限度額とする債務負担行為を設定し、㈱北日本銀行と損失補償契約を結んでいる。それに加え
て、２７年度から３５年度まで経営改善支援補助の債務負担行為を設定し、法人の長期借入金の元金償還（年40,000千円以内）や利子償還（１／
２以内）を支援している。
　その後においては経営状況を確認しながら、村としてできる支援を継続していく。

宿泊施設ホテル羅賀荘経営等
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49,450 42,150 85.2

　当法人の事業効果として、❶観光の振興❷地域経済の活性化❸地元雇用の創出❹地域交流の活性化―などがある。特にも❷❸については、食材
等の地元調達による売上増加、直接雇用、関連施設への経済波及など、村の活性化にとって存在意義が大きい。

　【創業から平成２９年度までの累計額】
　　Ａ　財政負担（施設整備、維持補修、補助金等）　３８億８０５５万円
　　Ｂ　財政収入（財産収入、固定資産税）　　　　　　５憶２６７１万円
　　Ｃ　経済効果（法人仕入高、法人人件費）　　　１５６億９４４５万円
　　★　費用対効果〔（Ｂ＋Ｃ）―Ａ〕　　　　　　１２３憶５１８５万円
　　　　１年当たりの効果額（Ｃ÷４９年）　　　　　　２億５１８５万円

　村の財政負担は決して少なくないが、一方で村内へ大きな経済効果をもたらしており、今後においても村になくてはならない事業所である。し
かしながら、事業主体として自らの判断と責任を持った自立経営が原則であり、効率化や合理化を図りつつ経営健全化を進めていかなければなら
ない。

　当法人は昭和４４年、観光を軸とした地域振興を図るため村と民間企業等が出資して設立。順調な経営を続け、さらなる観光客入れ込みを目指
し、昭和５９年に３億円で食堂棟を増築、６３年に１０億７０００万円で１０階建て宿泊棟を新築した。当法人が複数の銀行融資を受けて整備し
たが、期待していた通りの集客ができず、この時の負債が経営を圧迫している。
　平成７年、複数の借入金を村の指定金融機関に一本化し、低金利資金への借換を実施。村は一本化した借入金に対して７年度から２５年度まで
２０億円を限度額とする債務負担行為を設定して損失補償契約を結んだ。これまで村は法人に対し、長期借入の返済に向けて１０億５０７３万円
を補助し、経営改善支援に努めてきた。
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第三セクター等経営健全化方針

２　第三セクター等の概要
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